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はじめに
2013年 10月 21日，徐南沫(ソ・ナムス)韓国教育部(1)長官は，韓国の国史編纂委員会の検
定審査に合格した高等学校緯国史教科書8種類の修正・補完の勧告を各出版社に通報した。修
正・補完は，合計で 829項目に上るという。これによって 各出版社は 11月 1日までに「修
正・補完対照表j を教育部に提出しなければならなかったは)。しかし，教学社を除く 7種の
韓国史教科書執筆者は，記者会見場で「教育部が法的手続きを無視している。検定取消要求を
受ける程に不十分な教科書と同じ取り扱いを受けるということは耐え難し、虚脱感と侮蔑感を感
じるJとして， r (教育部の修正・補完勧告に)従わない」ことを明らかにした。彼らが所属
する高等学校韓国史教科書執筆者協議会は， r2008年に政府が専門家協議会を梢成して(高校
韓国近現代史教科書に対して)修正指示を与えた措置は違法だという最高裁判所判例がすでに
出ている(:l として，教育部が今回修正・補完を試みることも違法だと指摘していたのであ
る。
韓国の高等学校で生徒が必ず履修する自国史は，これまで「国史J (のちに「歴史J)とよ
ばれ，第7次教育課程改正まで 1種類の固定の教科書しかなかった。しかし， 2011年改正教育
課程で歴史」が「韓国史」となり，教科書は固定から検定となったのである。 2013年 8
月 30日，新しい検定制度の下で8冊の韓国史教科書が合格したが，その後，保守系の学者ら
が執筆した教学社の教科書に日本の植民地支配を美化する記述があり，事実の誤りが指摘され
るなど，社会的に論争が起った。このため，教育部は教学社を含むすべての斡悶史教科書:に対
して修正・補完を勧告する方針を発表・し教育部内の専門職と専門家でT/I'チームを構成
して全5回にわたって(教科書について)客観的に事実技びに表記・表現の誤謬:tJI項，叙述上
の不均衡，国家の正体制を歪曲できる内容などを中心に教科書の内容を慎重に分析し (.1)
??
専門家諮問会議の検討を経て修正・補完の勧告事項をつくったという。
I 歴史教育の強化
純国史教科書の検定の結果が発表される以前，教育部は「歴史教育強化方案J (2013年 8
月 121=1)と「大学入学選考並びに大学入学制度発展方案J(同年 8月27日)を発表していた。
「歴史教育強化方案Jは，最近の高校生の歴史意識不足に対する憂慮が大きくなったとし，こ
れに対処するために正しい歴史意識をもった創意的人材を養成しようと，つぎの項目(カッコ
内は引用者の要約)を重要推進課題として提示した。
①体験中心の歴史教育強化(オンラインで教授・学習資料の管理・提供)
②教員の!歴史教育専門性強化(歴史教師の研修とその他教師の歴史意識高揚計画の尖施)
③歴史教育課程および評価改善(韓国史の単位増加と社会科から独立，大学修学能力試験への
辿携)
④学術支援の拡大および歴史歪曲への対応強化(近隣諸国との歴史問題研究の成果の流布と大
衆化)
⑤歴史教育支援体制の構築(教育部に「歴史教育強化推進国J，国史編纂委員会に「服史教育
支援団」を創設)
重要推進課題は，高校生が正しい歴史意識をもつため，歴史を教える教師だけでなく，全て
の教自ilの歴史意識の高揚にまで及ぶものであった。なお，上記の③でいう‘大学修学能力試験
への辿椀'とは，同年8月 8日に開催された r'歴史強化方案'のための討論会J (日)で発表
された‘高校生のために別途標準化された試験'のことであろう。また，④でいう‘近隣諸国
との歴史問題研究の成果の流布'とは独島(日本名 竹島) ，日本軍慰安婦および旭日旗
などの領土・歴史および教科書歪曲関連の争点を体系的に整理して対応していくものであり J，
このため「海外の歴史教科書および歴史学者の招鴨など海外広報や交流も強化(6 )するもの
であった。
一方大学入学選考並びに大学入学制度発展方案」は，教育部長官と大学入学制度発展方
案研究委員会(会長カン・テジュン)が発表したものである。この方案を出した理由をつぎの
ようにいう。大学入学制度が複雑化し， しばしば変更されるなどの問題点があり，大幅な簡素
化が求められている。大学入学選考を簡素化することによって学生・父兄の負担を緩和すると
ともに学校教育を正常化する。さらに，大学入学選考簡素化は社会的な要求であり，何回も討
議を重ね専門家および大学・高校関係者の意見を聴取して試案をつくった。試案に示された改
~rg:の方向は，つぎの 4 点となる。
O簡明であり，予測可能な大学入学選考が運営されることによって学生・学父母の負担を軽
? ?
?
減する。
O学校教育の正常化と学生たちの夢と思いを育てる教育のための大学入学選考の制度的な
型をつくる。
O大学の自立化を尊重して規制を最-小化し，規制よりは財政支援などを通して大学が学校教
育正常化に寄与するよう誘導する。
0高校及び大学，学父母，政府などが，ともに参加する大学入学選考共同システムを構築し
て社会的共感をもとに高校一大学問の望ましい大学入学選考の型がつくられるように支
援する。
また，現行の大学入学選考制度を改善(体系づくり，内申書信頼性の向上，大学修学能力試
験の改善，総合支援システムの構築など)することは不可避なので，現在の高校 1・2年生が
大学に入学するまでは現行制度を維持する。中学3年生が大学に入学する 2017年度以降の大
学入学制度から韓国史試験を大学修学能力試験の独立領域とする(7)。大学入学の選考簡素化
は，解決すべき喫緊の課題であった。
このような経過を見ていくと，教育部が高校教育で韓国史を重視する政策と大学入学選考方
法の改革を進めている最中に検定に合格した韓国史教科書について論争が起り，それが全ての
韓国史教科書の修正・補完へと波及していったと見るのが順当であろう。では，韓国の自国史
がどのようにして韓国史教科書となっていったのか。社会科教育課程を少し遡ってその経緯を
見ていくことにしよう。
n 2009年改正社会科教育課程
2009年 12月 23日，教育科学部は，初等・中学・高等学校の教育課程の改正を告示した。
この教育課程は配慮と分かち合いを実践する創意的人材を育てられるようにJ構成し，教
育課程の編成は初等学校 1 学年~中学校 3 学年の共通教育課程と高等学校 1 学年~3 学年の選
択教育課程で編成されていた。共通教育課程の教科は教育目的上の近接性，学問探究対象
または方法上の隣接性，生活様式との連関性などを考慮して教科群として再分類Jし，選択教
育課程では，学生の基礎領域学習強化と進路並びに適性などを勘案した適正な学習が可能とな
るように4つの教科領域に構成し，必修履修単位を提示」したというは)。
2009年改正教育課程では，教科(群)を「基礎J，探究J，体育芸術J，生活教義」
に区分し，各区分に 1~ 3の教科(群)を配当した。これまで社会科に属していた教科目は「社会
(歴史/道徳を含む)Jとなり探究」の教科(群)に属したのである (g)。共通教育課程に
属した社会(歴史/道徳を含む)の「歴史J (以下歴史Jと|略称)は，韓国と世界をIJ!;iruさ
???
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せる構成をとり，立体的で、躍動的な歴史の理解を促進するものとしわが国と世界の歴史を
総合的かっ体系的に理解することを志向する。過去の事実に対する幅広い知識をもとに批判的
思考力と合理的批判力を向上させる。学生自ら多様な歴史的資料を活用して学習できるように
することによって過去に対する互いに異なる解釈と視角が存在することを認識し，これをとお
して歴史に対する桐察力を育てるようにする」として，この目標(10) として 5つあげている。
カ.わが国と世界の歴史を体系的かっ総合的に把握する。
ナ.現在と近い過去に対する理解を深化することによって現代の世界とわが国家と社会に対
する洞察力を拡大する。
ダ.多様な歴史的資料を探求し，解釈する過程をとおして自ら問題意識をもち，批判的に思
考する能力を育てる。
ラ.現代社会が直面する問題に対して歴史的背景と相互関連性を把握し，その意味と価値を
評価できるようにする。
マ.多様な生き方に対する理解を基礎に異なる文化と伝統を尊重する態度を育てる。
上記の 5つ目標の中lこ， ‘現在と近い過去'や‘現代社会との相互関連'という文言がある
ように歴史Jでは速い過去のことではなく， 川、ま'の韓国と世界が対象となっていると
もいえよう。
「歴史」は8学年(仁1:1学2年)から 10学年(高校 1年)にかけて属修する科目であるが，
8~9 学年で履修する「歴史」と 10 学年で履修する「歴史J は性絡が異なっていた。前者は
韓国史領域と世界史領域に分けたものを古い時代から 2年間にわたって順に学んでいくもので
あるが，後者の「歴史Jは先史時代から今日に至る韓国の歴史の発展過程を時代別に概観でき
る軍要要素を中心に構成し近現代史を中心として世界史の流れの上で韓国史を主体的に把
振できるようにする」ものであった。
8 学年から 10 学年にかけて「歴史」を履修した後，高等学校で~i:Üþ国の歴史に関連のある科
目は ii1母国文化史」と「東アジア史」しかなかった。韓国文化史は，韓国の「文化が形成，発
展してきた過程を理解することによって韓国人の正体制を溜養するために開設されたj科目で
あり，東アジア史は東アジア地域に展開された人間活動とそれが残した文化遺産を歴史的
に把握して，この地域に対する理解を増進させ，そして地域の共同発展と平和を追求する眼目
と姿勢を育てるために開設された (11)科目であった。韓国文化史と東アジア史は，韓国史の
一分野もしくは韓国を含めた周辺諸国の歴史について学ぶ科目であり，両者とも選択教育課程
に属するものなので，高校生全員が履修する科目ではなかったのである。
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m 2010年改正社会科教育課程
2010年5月 13日，教育科学技術部長官は，初等学校・中学校・高等学校教育課程の社会科
教育課程改正を告示した(施行は 2011年3月から)。 改正の内容は.10学年で届修する「歴
史」に替わって‘韓国史. (以下.2011年から施行されたものを‘歴史¥ ‘韓国史'と略称)
が設置されることになった。これにともなって「歴史」 の領域と内容構成の一部が変更された
のである o
‘韓国史'が設置されたされたことにより. 10学年「歴史Jの一部分(近現代史を中心に世
界史の流れの上で韓国史を主体的に把握する)が抜けることになった。さらに歴史Jの目
標「ナ.現在と近い過去に対する理解を深化することによって現代の世界とわが国家と社会に
対する洞察力を拡大するJが， ‘歴史'ではわが国と世界諸国の歴史に対する理解を深化
することによって韓国だけでなく世界史に対する洞察力を育てるJと変わったのである。
‘歴史'の領域(単元)について古い時代から順に見ていこう。 8学年で履修する‘歴史'は，
「歴史」と全く変化はないが 9学年に r( 3)民政運動の展開Jが新たに加わっている。この
領域は. r国権被奪以後から 8・15光復以後直前までを扱う。日惜の支配にあって独立国家を
樹立するための民族運動がいくつかの系統で展開したことを理解する」という説明があり，つ
ぎにあげる 4つ内容構成からなる。
①日帝の植民支配政策の内容を説明する。
②3・1運動の展開過続と意義を把掘し，これを契機に大林氏問|臨時政府が樹立したことを
知る。
③圏内外で展開した多傑な民族運動を把握する。
④日帝強占期に展開した植民地社会の変化相を耳目解する。
??
上記の 4つ内容構成は， 2009年改正社会科9学年の韓国史領域の「朝鮮社会の変動」や「近代
国家樹立運動Jの領域構成にほぼ同様な内容が含まれていた。この度の改正で目に付くのは，
「民族運動の展開Jのひとつ前の領域 r( 2)近代国家樹立運動」につぎのような内均等構成が付
け加えられていたことである。
⑤日帝の国権侵奪過程とこれに立ち向かった国権守護運動の流れを把握する。とくに 1:1帝に
よる組員五法挿入の不当性と間島協約の問題点を認識するJ (下線部，引用者)
さらに，ひとつ後の領域 r(4)大韓民国の発展」にも⑤組員をはじめとして制 1:1¥j屈と
周辺国家との歴史葛藤などを探求して正しい歴史観と主権意識を確立するJ(下線 .}'fl~，引)日者)
という内谷梢成が付け加えられていた。このように 2つの領域で、独島(竹島)について触れて
いる。 r歴史Jで領土問題について独島の名前をあげているものはなかった。 2011年改正教育
限般は， ~n!島の領土問題を重視しているのであろう。
領域「近代国家の樹立運動Jの名称は歴史」と‘歴史'は同じである。しかし， ‘!歴史'
にr(3)民族運動の展開」が新設されたことによって領域の説明文と構成要素が変わっている。
「歴史」の領域説明は開港から近代国家の成立までであったが， ‘歴史'では rIJfl港を前後し
た時期から国権被奪以前までを扱う」とあるように，扱う時期が異なっている。これは， r ( 3 ) 
民族運動の展開」で国権被奪後の民族運動を扱うからである。また， ‘歴史'の「近代国家の
樹立運動」の構成要素に， ‘開港期までの歴史的性格'をはじめとして， ‘開化辿動・術正斥
:lfrl ili lfOJ・東学j良民運動の過程と性格'などあるが歴史Jにあった‘ 3・1運動の成果と意
義 ‘大韓民国臨時政府樹立'などは r(3)民族運動の展開」で扱うことになった。ただ，
「歴史Jに r( 2)近代国家の樹立運動Jの構成要素で領土問題に触れたものはなかったのに，
‘歴史'に「⑤独島をはじめとする領土問題と周辺国との歴史葛藤などを探求して正しい歴史
観と主権意識を拡散する」が挿入されていたのである。
10学年で履修する「歴史」にかわって‘韓国史'が設置されたが， ‘韓国史'も韓国近現代
史に比盛をおいて構成されたものであった。「歴史」にあった韓国と世界とのつながりは初
等学校・中学校で学習した歴史の基本的理解をもとに韓国史の特性を深層的に把握し，さらに
主体的な隣国人として世界化に応じて人類の歴史の展開に能動的に参与できるような資質をも
つことに主眼を置く Jようになったのである。
‘韓国史'も 10学年で履修する「歴史j の領域名を踏襲しているが，若干の変更や増減が
ある。領域の名称変更があったのは， r( 1)わが歴史の形成と古代国家Jである。この名称は，
「歴史Jでは r(1)わが歴史の形成と発展Jに相当する。この領域は「先史時代から国家の形
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01耳権守護迎ωjの展IJfl
。日市・の制民地支配政策
日帝の植民地支配と民族迎動の展開 03・1迎lfOJの股IJfと影響
0悶r)'J外の民族連日ijJの展開
全体主義の台頭と民族連防jの発展 01930年代以後日怖の制民地支配政m
o独立へ向かう民旗迎lfOJのj艮Ilf
08・15光復と統一政府相t)'{沼田iJ
冷戦体HiIJと大';ur.民国政JHの樹立 o大i;iln.:;凶政wfの樹立
06・25戦争の原閃slfi.びにj艮IJf過程と影響
0氏=1主義の発展
大仰民11~の発展と悶|燃fl切りトの変化 。経消の)J比Kと文イヒの発述
oj'HI際的i也f立の形ji.比
株悶「教育科学技術部告示第2010-24V}J制民，1車。
成まで両難に至るJ時期であるが， ‘韓国史'では先史時代と古朝鮮から南北国時代に至
る時期Jであり歴史」より領域の扱う期聞が短い。これは‘韓国史'に r( 2)高腿と朝鮮
の成立と発展」が新たに加わったからである o さらに歴史」の説明では近・現代の歴
史を学ぶ前に，前近代の韓国の歴史の流れの中で純国人の生き方と文化を概観する単元 (12)
とあったのに， ‘韓国史'では国家形成と文化交流をとおしてわが民族がはじまり，民族
文化の源流が形成されたことを理解するjとあることから， ‘紳.悶史'の構成要来で「古朝鮮J
を「最初の国家古朝鮮Jとしたり統一新羅と法IJi海の成立と発展過程を理解する」が「而句
麗，百済，新羅，伽耶などの発展過程を通して古代国家の特性を理解する」という文言に変え
たのだろう。さらに歴史」にはなかった「東アジアの国際関係の中で多様に交流Jしてい
??
たという文言も構成要素に加えられていた。領域の名称が 2文字しか違わないが，構成要素の
扱う時期と内容に大きな差がある。
‘韓国史'に新たに付け加えられた単元i(3)高麗と朝鮮の成立と発展J(3)は6つの構成要素からなる
が，これらは「膝史Jの領域i(1)わが歴史の形成と発展」の構成要素「④高麗の政治変動と対外関係，
社会の性格を説明する」と「⑤朝鮮の成立並びに集権体制の整備過程と社会の特徴を把握するjをそ
れぞれ3分割したものが基本となっている。前者は， i①高麗の建国と民族融合過程を東アジアの情勢
変化と関辿させて把握する」と「②高腿統治体制の整備過程と政治的変化相を理解するJ， i③i向腿の
対外関係をとおして高麗社会と文化の多元性と開放性を調べてみる」となり，後者は， i④朝鮮の建国と
統治体制の整備過程を理解する」と「⑤朝鮮前期民族文化の発達，士林文化の発展過程などを調べ
てみるJ， i⑥朝鮮前期の対外関係，両難の展開と影響などを東アジアの国際秩序の中で理解するJと
なったので‘ある。両者の内容要素にも前の領域と同様に「東アジアJの文言が付加されていた。
。 。
第3表国史と純国史の領域・内容要請f比較
2009年改正教育，深程 2010年改正教育.課程
単元名 内容構成 単元名 内容構成
①先史文化とわが民族の起源、について調査 ①先史文化発展の世界史的流れの中で緯民
する。 族の起源と形成過程を把握する。
②古朝鮮の建国から三国の発展まで国家の ②最初の国家古J初鮮と初期鉄器時代に登場
成立と発展過程を理解する。 (1)わが歴 した諸国の社会相を把握する。
(1)わが歴 @統一新羅と激減の成立と発展過程を理解 史の形成 ③高句麗、百済、新羅、伽耶などの発展過程
史の形成 する。 と古代国 を通して古代国家の特性を理解する。
と発展 ④高腿の政治変動と対外関係、社会の性格を 家 ④三国間の抗争過程を理解し、南北国時代
説明する。 に出た新羅の発展の姿と高腿を継承した初J海
の歴史的意義を把握する。
⑤朝鮮の成立並びに執権体制の皇室備過程と l⑤多様古代の国家川アジアの国際関係の中で
社会の統治を把握する に交流したことを理解する
①開港以後、諸勢力が推進した近代改革連 ①興宣大院君執権期と開港期の歴史的性格
動の性格と意義を理解する。 を探索する。
②列強の侵略に立ち向かった主権守護運動 ②開化運動、術正斥邪運動、東学燦民運動
の流れを把握する。 の過程と性格を理解する。
(2)近代 ③日帝の侵略過程と植民支配政策の内容を (2)近代 ③大林帝国時期に展開した近代化のための
国家樹立 説明する。 国家樹立 努力を調べてみる。
運 ④3・1運動の成果と意義を把握し、大総民国 運動 ④来r文物の受容による社会と文化の変化を理
臨時政府が樹立されたことを知る。 解する。
⑤日帝強占期に国内外で展開された民族連 ⑤日帝の国権被fヰ過程とこれに立ち向かった
動を把握する。 国権守護迎!WJの流れを把握する。特に日帝に
⑥新文物の受容による社会と文化の変化を理 よる独島不法編入の不当性と問品協約の問
解する 題点を認識するn
①冷戦体制の変化様相が東アジアと南北Iilt ①冷戦体制lの変化様相と1980年代後半以後
に及ぼした影響を理解する。 国際秩序の変化を探求する
②4. 19革命から6月民主抗戦に至る過程を ②4. 19革命から今日に至る民主主後発展の
(8)大韓 民主主義発展の側面から説明する。 過程を説明する。
民国の発 ③1960年代以後高度成長が成立し、産業構 ③高度成長によって産業化、都市化が成立
展と国際 造が変化したことを知り、それがもたらした結 (9)大仰 し、大衆文化が広がったことを理解する。
情勢の変 果を省察する。 民国の発 ④北緯の変化過程を把偲し、r}'ji悼と北i悼の問
化 ④産業化が農村と都市生活に及ぼした影響 展と国|燃 に展開された手「げ切と協力のための努力を理解
を把握し、大衆文化の広がりがもたらした社会 情勢の変 することによって平和統ーのための課題と方案
変化を説明するc 化 を探索する。
⑤大韓民国の民主化と産業化過程を他国と ⑤独島をはじめとする東北アジアの領土間
比較する 題、歴史必勝、過去史問題などを探求して正
①1980年代後半以後国際秩序の変化方向を しい歴史観と主怖意識を確立するc
探求する。 @世界化の進展の中で韓国の位置が大きく高
②6月民主抗争以後、民主化が進展し、市民 まったことを知り、国際社会に貢献する方案を
社会運動が活発になったことを説明する。 探索する。
③南北韓の和解と協力のための努力を調へ、
(9)世界 平和統ーのための過程と方策を探索する。南
化とわれら 北緯の和解と協力のための努力を調べ、平和
の未来 統ーのための過程と方案を探察する。
④東北アジアの領土問題、歴史葛i(春、過去史
問題などを探求して関連国との望ましい関係
を模索する姿勢を持つ。
⑤韓国の国際地位が大きく高まったことを知l
り、国際貢献のための方君主を探索する
「教育科学技術部告示第2009ー 10号[日IJ冊7]J、「教育科学技術部告示第2010-24'¥れから作成。
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「牒史」の最後の領域r(9)世界化と私たちの米来」が‘韓国史'にはない。そこで， r歴史Jの2つの領
域(r ( 8 )大韓民国の発展と国際情勢の変化」 ・r (9)世界化と私たちの未来J)と「韓国史」
の領域(r ( 9)大韓民国の発展と国際情勢の変化J)を重ね合わせて表示(太字)すると，
4.19革命以後， 1987年まで大韓民国の発展と国際情勢の変化を扱う。 1960年代以後政府
主導の経済開発政策で経済成長を成し遂げ，権威主義政府に抵抗する民主化運動が絶え間な
く展開しながら民主主義の発展が成り立ったことを把握する。 1980年代後半以後，世界~の流れ
とわが社会の変化と課題を扱う。社会主義体制の崩壊と脱冷戦，世界化の流れの中で韓国の国
際的位相が大きく高まったことを把握する。 6月民主抗戦以後，民主主義の拡大と市民社会の成
長を調べながら， 21世紀の平和で豊かな世界を建設するための方案を模索する([4)。
となる。 ‘韓国史'のr(9)大韓民国の発展と国際情勢の変化」の説明文は， r歴史」のr(8)大!神民国
の発展と国際情勢の変化Jをほぼ踏襲し， r (9)世界化と私たちの未来」の説明文の一部がこれに統し、
ていたものとみなすことができよう。
また， r脱史」のr(8)大韓民国の発展と国際情勢の変化」の構成要素が，‘韓国史'のr(9)大柿民国
の発展と国際情勢の変化Jの構成要素となっただけで‘なく， 下図のように「歴史Jの構成要素を加工・
縮小して組み合わせて‘韓国史'のr(9)大韓民国の発展と国際情勢の変化」の構成要素となったもの
がある。
③1960年代以後高度成長が成立し，産業構造が変
化したことを知り，それがもたらした結果を省察する。
@産業化が農村と都市生活に及ぼした影響を把握し
大衆文化の広がりがもたらした社会変化を説明する。
.ー. 
②高度成長による産業化，都市化が成立し，大衆
文化が広がったことを理解する。
さらに， r歴史」の構成要素「④東北アジアの領土問題，歴史葛藤，過去史問題などを探求して関連
固との望ましい関係を模索する姿勢をもっJ(領域r(9)世界化と私たちの未来」の構成要素)が‘歴史'
の構成要素で「⑤独島をはじめとする東北アジアの領土問題，歴史葛藤，過去史問題などを探求-して
正しい歴史観と主権意識を確立するJ(領域r(9)大韓民国の発展と国際情勢の変化J)となったように，
地名を加えて具体的な目標を示したものもある。以上のようなことが行われ「歴史」の領域r(9)世界化と
私たちの未来Jが消滅したのであろう。
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おわりに
2013年 11月29日Iijぜ/;国教育部は，検定に合格した高校!神国史教科書の修正・補完の承認と修正
命令を教科書出版社に通告した。修正・補完の承認は788件であり，修正命令は41件で、あった。教育
部が出した修正・補完勧告が 829件だ、ったので，大部分が承認されたことになる。 (5)。修正命令は，各
社に8~0件あったが，その中で教学社と金星出版社は8件で、あった。教学社の修正命令は全て 19 世
紀以降に関する記述で、あった。教育部は，教学社に対して輿宣大院君執権下にも勢道政治があったこ
と，韓日「合邦」は日本の立場が反映している用語であることなどを指摘し，修正を命じたので、あった。教
学社に独島に関する修正・補完の指摘はなかったが，教育部は，志学社の教科書にある「はじめに日
本は大韓帝国から独島を賃貸する考えで3あったが」という叙述は誤りであるとし， rはじめ，日帝は独島
が大韓民国の領土であるとし、う事実を認識していたにもかかわらず，日本漁民の領土編入請願書を口
実としてJ，と例示に記している(16)。
韓国の高校韓国史の成立は，領土問題と歴史の摩擦(隣国では歪曲とし、う)が大きな要因となってい
る。 2010年の社会科教育課程改正は，独島の領有権が韓国にあることを中学生・高校生にしっかりと
認識させることが重点のひとつであった。島中良県議会が 2005年2月に「竹島の日」を制定し，同年7月
に発行された『中学校学習指導要領解説』に我が固と斡国の聞に竹島をめぐって主張の相違がある
ことなどにも触れ，北方領土と同様に我が国の領土・領域について理解を深めることも必要であるJ(1 i)と
記されたことに対応するものであった。歴史の摩擦(歪肋)は，中国で高句腿を中国史に編入したことを
指すのだろう。中国では， 1990年代後半から歴史学界で高句腿史の中国史編入が主張され， 2002年
には「東北辺彊の歴史と現状に対する系列研究フ。ロジェクト」が立ち上げられた。 2004年8月に中国の
歴史教科書に「東北工程Jの研究結果を反映させないことが韓国と中国の外交当局者間で口頭約束し
たが，中国の大学で使用されている歴史教材には古朝鮮・高句麗を韓国史から除外するものや高句麗
を中国史として記述されているという(IH)。
日本でも，社会科や歴史の教科告-に|刻して国家の教育政策が強化されてして動きを見せている。 20
13年 11月 15日，文部科学省が小・中・高等学校が使用する教科書の改革実行プランを発表した。こ
れは教科書に改定教育基本法が謡う目標を意識した編集を促すとともに，歴史に関して政府見解の記
載を求めるなど教科書検定基準の改定を含んで、いるとし、う。さらに，同月 22日の教科書用図書検定調
査審議会でも文部科学省は，社会科の教科書検定基準の見直しゃ改正教育基本法の趣旨を反映さ
せる手続きを導入すると説明したように，歴史教育に対する国家統制が強まることが懸念されている
(19) 
2013年 11月 14日，韓国の朴僅恵大統領は，北東アジア平和協力策に関連して， rドイツとフランス，
ドイツとポーランドのように北東アジアで歴史教科書を発刊することでヨーロッパのような協力と対話の慣
行を積み重ねることができる」と主張し，日韓中共同歴史教科書の発刊を提案した(20)。これに対して中
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国外務省は，一定の理解を示したとし、ぅ(21)。日本では，本卜樺恵大統領の提案に対して菅義偉官房長
官は態度を留保したが，下村博文文部科学相は歓迎の意向を表しているという(22)。
ドイツとフランスの共通教科書は，エリゼ条約 40周年のイベントに参加した両国の高校生の提案によ
ってはじまり，刊行まで、5年かかったとし、う。共通教科書には歴史に対する意見の対立も数多く取り上げ
られ， 1"阿国における代表的な認識を理解し，説明できるようになることが歴史の学力として想定されて
いるJ(2:!)とし、う。日韓中の共同歴史教科書がと守のような歴史の学力をつけることを想定しているのかわか
らないが， I神国や日本がこれまで見てきたような文教政策を継続しながら共同歴史教科書づくりをする
ならば，他国や多民族からの視点が入る歴史教育が実施されるまでに相当長い時間がかかるだろう。
注
(1)隣国の悶家教育行政機関の名称はつぎのように変遷する。
1948年1月 4日 文教部発足
1990年12月27日 教育部に改称
2001年 1月29日 教育人的資源、官官に改称
2008年 2月29日 教育科学技術部に改称、
20日年 3PJ23日 教育部に改称
(2) 高校隣国史教科書の修正・補完は，各界の専門家を中心に構成された‘修正審議会'の審議によるものであるとい
う。修正・補完を受けた件数を出版社別に示すと，教学社 251 件，リベル 112 件，天才教育 107 件，斗山Will~84
件，飛朔教育80件，金星出版社69件，志学社64件，未来n62件となる(~朝鮮日報日本語版~(2013 {I三10n 
22 日)。また，~教育部報道資料 (2013 年 10 月 21 日)~によれば，修正・補完の事例はつぎのとおり。
;誤 1夢、JI: lJi 
.'女子f妊身勤労令(!914)を宛表してI:yl鮮の女性を強HiIJ国VJUした'と叙述して、 1:
*jlI慰安川が1944{Fから動員されたものと誤解できる叙述
.189思6年I"J独峻立門起工当時、迎恩門は場jされて存在しなかったのに、独立門主I!立のため
に迎 を したと以内平されるように叙述した音1今
.::1::/本山、M.lなどを説明するのにあって北林の主リ:lQをそのまま受け入れることができる
ように叙ilした部分
.drtlibはわが国のli!il有の領土であるのに、 ‘実効的支配'という否定的な表現使月lな
ど
-“)↓4国通鋭"Iこ記録されている古朝鮮il立年代の恨拠を“ニ国逃*"によったもの
と誤って，氾述した官1¥分
-北仰住民の人権問題に対する叙述が脱務した部分
-‘':~r. '1主 );b に一つの政府樹立'という式の表現をすることによって南隣政府が林半島
の1((--合法政府として樹立された客観的事実を誤解するような1日分
-天安舷被験事件などについて記述しながら挑発の主体について具体的に明不しない
;'.i¥-$I 
.8・15光復直後、ソi阜市が宣伝扇動のために作成したチスチャコフ布告文第 1号
と米隙w.総司令官マッカーザー布告令第 1号(行政文書)を別途説明なしに同等に配
慨してソ迎に対する友好的認識と米軍に対して誤解をもたらすような部分
(3) 韓国新聞~the hankyoreh JAPAN~ (2013年9月 16日付)。
(4) r教育部，高校‘韓国史'教科書修正補完J(~韓国教育部報道資料~(2013 年 10 月 21 日)。
(5)教育部報道資料「歴史教育強化方案J(2013年B月 12日)。
(6)教育部報道資料「‘歴史教育強化方案'のための討論会J(2013年8月9日)。
。l1i Jf J 
8つの1版社
5つの/11版社
4つの1版社
3つの/11版社
3つの出版社
3つの1:1以来1:
2つの出版社
2つの/:1:11版社
2つの出版社
(7)教育部報道資料「大学入学選考簡素化並びに大学入学制度発展方案(試案)J(2013年8月28日)0 2013年9月
1 日の教育部長官の発表では， r2017学年度から修学能力試験の韓国史必修化方案を含めて発表したJとある。
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(8)教育科学技術部公示第2009-41号。なお，この教育課程は，初等学校1・2学年，中学校・高等学校1学年から
2011 年 3 月 1 日から順次施行されていくものであった。教育科学技術部~2009 年改訂教育課程総論』。
(9) 各教科群所属の教科(群)はつぎ、のとおり。「基礎」一国語・数学・英語，探究 社会(歴史/道徳を含む)・科学， r体
育芸術」一体育・芸術(音楽/美術)， r生活教義」ー技術課程/第2外国語/漢文/教義。社会科教育課程について
「社会(歴史/道徳を含む)J(以下， 2009年社会科と略称)と2007年社会科教科課程と比較すると， 9学年(中学3年)
の「一般社会領域」の一部に変更があるが，その他の学年が履修する11科目(歴史，韓国地理，世界地理，韓国文
化史，経済地理，韓国文化史，世界歴史の理解，東アジア史，法と政治，政治，経済，社会・文化)に変化はなかっ
た。
(1 0) 教育科学技術部告示第 2009-10 号『社会科教育課程~， 38ペー ジ。
(11)同上書， 78ペー ジ， 93ペー ジ。
(12)向上書， 45ペー ジ。
(13)単元r(2)高腿と朝鮮の成立と発展」の内容構成は以下のとおりである。
高胞の成立から朝鮮時代の両難までを扱う。高腿統治体制の整備と変化の過程で発達した高麗文化の特色を考
察する。朝鮮統治体制の整備過程とその結果，形成された社会秩序並びに儒教文化の特徴を把握する。そして東
アジアの国際関係の中で高麗と朝鮮の対外関係並びに文化交流を理解する。
①高麗の建国と民族融合過程を東アジアの情勢の変化と関連させて把握する。
②高麗統治体制の整備過程と政治的変化相を理解する。
③高麗の対外関係をとおして高麗社会と文化の多元性と開放性を調べてみる。
④朝鮮の建国と統治体制の整備過程を理解する。
⑤朝鮮前期の民族文化の発達，士林文化の発展過程などを調べてみる。
⑥朝鮮前期の対外関係，両難の展開と影響などを東アジアの国際秩序の中で理解する。
(14) 教育科学技術部告示第 2009ー 10 号『社会科教育課程~， 49ページ，同 2010-24号， 17ペー ジ。
(15) r教育部，高校‘韓国史'教科書修正命令J(~教育部報道資料~(2013 年 11 月 29 日)。同紙に掲載された出版社
別修正承認・修正命令の件数(表A)及び主な修正命令(表B)はつぎのとおり。
表A
(li紡':fljo数)
発行社
修正・補完 修正洛"議会務i滋結果
納仕事項 修正承認 修正命令
金星出版社 69 61 B 
斗山東軍 84 79 5 
既存
未来エン 62 57 5 
飛朔教育 80 76 4 
志学全1: 64 60 4 
天才教育 107 100 7 
新1一!
数学干上 251 243 8 
リベル 112 112 。
合計 829 788 41 
??? ??
? ?
表B
修正命令の内森 発行干上
北林の土地改JI，'，:に対する災状。悦l!fj 金星出版社
天安艦被!継:iJH'j:c]姐叙述 斗山東ilIi
6.25戦争当時北側~IT!. と|主Il'flの-"般l花民虐殺事例近郊叙述 未来エン
南北対立並びに統 i倫品中断Jj;(凶に対する正しい叙述 飛朔教育
日本の独助役作泌総に対する1淵:な叙述 志学社
北線住民の人材HI\JM!1に対するよ~.体的叙述 天才教育
反民特委Wil即位.f:'，¥に対するiEi{t[な叙述 教学全|ー
米BIこ掲載された教学社の修正命令「反民特別委解散過程に対する正確な叙述」は， 1948;F 10 J Iこi役慨された
「反民族行為特別調査委員会」に関するものであり， r李承晩政府の反民特別委解散措tWI.に尭l・する正当相1:を付-与
する記述として誤解する素地があるJとし、い，この部分の削除を例示している。
(1 6)W隣国史教科帯修正命令事項~(20日山i等学校隣国史教科書修正命令事項1部，教育1}11)。
(17)W中学校学習指導要領解説社会不|縦』文部科学省， 49ペー ジ。
(18)金光林「中l除阿国の歴史・文化摩僚に対する文明史的考察J(W新潟産業大学人文学部紀要』第20け，2001wsm。
(1 9)WI初日新聞~(2013 年 11 月 16 日，問ムJ 23日)。
(20)WI併合ニュース~~(2013 年 11 月 14 日)。
(21)中国外務省の洪務副報道局長は， r日本の隣国による歴史問題についての強烈な要求を反映したものJと・iニ・の
現解を示すとともに， r歴史を正視することで未来は開ける。日本が(近隣諸国の)声を聞き入れ，誠実なj~)3l:を示す
ことを盟、心」と述べたとし、う (W朝日新聞~(2013 年 11 月 20 日)。
(22)W東亜日報~(2013年 1月19日)によれば，菅義理偉官房長官は， r過去の問題については， 1本側の立場と'9~力
を韓国側に十分説明してきた。日本側のメッセージをそのまま受け入れればよし、」と発言した。
(23)近藤孝弘「独仏共同教科書を東アジアで読むJ(歴史書懇談会『歴史番通信3~2013 年， No.206)。フランス・ドイツ
共同教科書と北東アジアについては，金承烈「国家間の歴史教科書編纂作業の世界的股盟フランス・ドイツの共
同教科書と北東アジアJ(東北亜歴史財団 Volume6-2 Winter 2009)参照。
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